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ルート案内サービスの開発を通した
分散システムアーキテクチャの設計・検証
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設計・開発概要

検証・評価

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

クラウド基盤を活用したユーザ向けサービスと
して、ルート案内サービスを開発するにあたり、
アーキテクチャ設計と、その設計の妥当性を評
価する必要がある。また、セキュリティを含む要
件を満たす既存インフラ・サービスを選定する
必要がある。

要件をベースに、アーキテクチャ設計手法であ
るADD(AttributeDrivenDesign)とデザインパター

ンを用いて設計を行う。そして、
ATAM(Architecture Tradeoff Analysis Method)に

よる設計の妥当性と、実際に開発したサービス
を用いたデザインパターンの有効性を検証する。

• ユースケース分析・ペルソナ
分析により要件抽出を実施

• 要件を基にADDとデザインパ
ターンを用いてシステムを設
計

• TopSEの各講義で得た知識・技術を横断的に実

践することで、短期間のうちに企画からサービ
ス立上げまでを実施

• ADDやデザインパターン、ATAMを実践すること
で、各々の有効性を検証

まとめ・今後の課題

• クラウドサービスとしてAWSを選定
• 各サービスをLambda関数を利用した独立したサービスとして開発
• データベースにはNoSQLを利用

ATAMによる設計の評価と有効性を検証

アーキテクチャ設計の実践による検証

まとめ

今後の課題と業務への展開

• バリエーションを拡充した検証および評価を実
施する事で、妥当性を増加

• 今回得られた知見を実務において有効に活用・
展開するために、本手法の適用範囲を広げ、
アーキテクチャパターンとの比較評価が必要
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